
段　 正 澄 さん 59歳

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
さ
つ
ま
町
で
働
く
人
々

の
姿
を
紹
介
し
ま
す
。
自
薦
・
他
薦
を
問
い
ま

せ
ん
。
多
く
の
人
材
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

段紫芳堂 表具師

ま さ ず みだん

京表具 段紫芳堂
　表具師　段　正 澄

　　さつま町船木630番地4

　　　　　　0996(52)1158

ＤＡＴＡ

Ｒ267

Ｒ328

至 山崎・二渡方面

■（株）ヒノデタカ　
薬品 北薩（営）

　本田茶屋
　新鮮市場
■ほんだ

至 宮之城市街地
段紫芳堂

●

14広報さつま

　
日
本
の
良
き
伝
統
技
術
を
受
け
継

ぐ
段
紫
芳
堂
。
そ
こ
で
は
、
段
正
澄

さ
ん
が
、
い
く
つ
も
の
刷
毛
を
巧
み

に
使
い
分
け
、
襖
や
掛
軸
な
ど
を
手

掛
け
て
い
ま
す
。

　
段
さ
ん
は
、
京
都
で
も
有
名
な
表

具
屋
に
就
職
し
、
27
年
間
、
表
具
師

と
し
て
京
都
の
日
本
建
築
家
屋
の
襖

や
障
子
、
掛
軸
な
ど
を
手
掛
け
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
財
の
修

復
作
業
を
手
掛
け
た
経
験
も
持
ち
ま

す
。
な
か
で
も
、
京
都
で
手
掛
け
た

日
本
の
伝
統
的
な
襖
は
、
何
枚
も
の

和
紙
を
重
ね
て
張
っ
て
下
地
を
作
り
、

上
張
り
の
襖
紙
を
張
り
ま
す
。
和
紙

を
張
り
重
ね
る
こ
と
で
、
湿
気
を
吸

収
し
た
り
、
放
出
し
た
り
す
る
機
能

を
持
た
せ
、
日
本
の
気
候
風
土
に
あ

っ
た
襖
と
し
て
仕
上
げ
て
い
く
そ
う

で
す
。

　
帰
郷
後
、
段
紫
芳
堂
を
設
立
し
た

段
さ
ん
が
手
掛
け
る
襖
は
、
京
都
で

培
っ
た
技
術
と
経
験
を
生
か
し
な
が

ら
、
洋
風
建
築
が
主
流
と
な
っ
た
現

代
の
お
客
さ
ん
の
需
要
や
生
活
様
式

に
あ
わ
せ
て
作
ら
れ
ま
す
。
木
で
骨

組
み
を
作
り
、
胴
張
り
と
い
わ
れ
る

手
法
で
骨
組
み
に
紙
を
張
っ
て
下
地

を
作
り
、
浮
き
紙
、
表
面
の
襖
紙
を

張
り
、
見
栄
え
耐
久
性
の
良
い
も
の

を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

　
段
さ
ん
は
「
襖
は
、
見
え
な
い
と

こ
ろ
を
し
っ
か
り
と
作
る
こ
と
が
大

切
で
、
出
来
上
が
り
も
良
く
、
長
持

ち
し
ま
す
。
時
間
と
手
間
が
か
か
っ

て
も
、
自
分
が
納
得
で
き
る
、
お
客

さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
仕
事
を
す

る
こ
と
が
一
番
で
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

　
匠
の
技
が
光
る
表
具
師
の
作
業
風

景
は
見
惚
れ
る
ほ
ど
で
、
作
業
場
は
、

日
本
人
な
ら
で
は
の
和
の
心
で
満
ち

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

伝
統
技
術
で
襖
を
手
掛
け
る

ふ
す
ま

こんにちは，保健師です ～夏の健康管理～

15 広報さつま

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
出
分
（
９
人
）
　敬
称
略

性
別

保
護
者

公
民
会

あ
か
ち
ゃ
ん

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う

くん

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

６
月
16
日
～
７
月
15
日
届
出
分
（
37
人
）
敬
称
略

1歳で～す
毎月１番最初に
　生まれた赤ちゃん

平成１９年８月６日生

樋脇公民会

両親から一言

これからも，

お姉ちゃんと仲良し

でいてね。

ちゃん

あ い なおおやま

大山 愛永

食中毒を予防しよう！

父　満　洋　さん
母　静　代　さん

　学校，施設，飲食店などでは，一度に大量の料理を作るために，食べてしまうまでに時間

がかかることから，平成８年腸管出血性大腸菌Ｏ（オー）１５７を原因とする集団食中毒が

多発し，その後，徹底した食品管理がされるようになりました。　

　しかし，食中毒は梅雨時期より，７月から９月の夏場の時期に多発し，暖房器具が発達してきたため，冬

場でも，見られるようになり，毎日食べている家庭の食事でも発生しています。

■買い物をするときは……
　清潔な信頼できるお店で，食品期限をみて，必要な分だけ計画的に購入し，早く帰って，食品をみて冷蔵

庫や冷凍庫に入れましょう。

■食中毒を防ぐ手の洗い方
　①指輪や時計をはずす②せっけんを泡立てて20秒以上もみ洗い（てのひら，指の間など入念に）③流水で

すすぐ④おむつ替えなどの後には消毒液を使用した後に流水で洗う⑤清潔なタオルでふく⑥調理中も生もの

にさわった時，髪や肌にさわった時，汚れた時などこまめに手や調理器具を洗いましょう

■食中毒予防の三原則を守ろう
　１．食中毒の原因菌をつけない（食材をよく洗う，食材・調理品はラップ・袋で包む）

　２．食中毒の原因菌を増やさない（早めに食べる，冷蔵庫などの温度管理に注意する）

　３．食中毒の原因菌を殺す（加熱調理する，まな板など調理器具を消毒・殺菌する）

●熱中症予防にも心がけましょう！
　・水分をこまめにとり，外出時は肌を露出しない服装で帽子，日傘を活用しましょう。

　・休息を十分にとり無理のない行動計画に努めましょう。
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前
野
圭
一
郎
　
79
　
柊
野
中
間
下

東
　
　
砂
夫
　
82
　
下
川
口

黒
木
　
ヤ
ツ
　
87
　
草
　
田

福
永
　
渡
　
　
88
　
小
路
下
手

小
西
　
堅
蔵
　
92
　
船
木
西

外
山
　
勇
　
　
81
　
東
　
谷

鈴
　
　
福
男
　
79
　
山
崎
中

田
原
ア
ツ
ミ
　
95
　
田
　
原

大
久
保
利
治
　
73
　
柊
野
中
間
下

木
場
ム
メ
ヨ
　
92
　
柊
野
上
向
江

楠
元
　
優
　
　
79
　
別
　
野

西
牟
田
道
子
　
60
　
町
　
頭

四
位
　
光
三
　
89
　
船
木
下

上
野
　
正
喜
　
72
　
梁
　
原

今
屋
　
末
吉
　
89
　
轟
　
原

栗
野
　
利
男
　
53
　
中
　
央

永
山
　
ヌ
リ
　
76  

虎
居
馬
場

松
永
　
和
郎
　
81
　
東
　
町

北
原
　
光
　
　
85
　
弓
之
尾

大
野
　
重
盛
　
80
　
東
湯
田
原

平
　
　
和
子
　
75
　
簗
　
平

白
石
　
光
男
　
77
　
弓
之
尾

　
峰
　
重
俊
　
80
　
轟
　
原

東
　
　
隆
義
　
79
　
広
　
橋

登
尾
　
秀
逸
　
74
　
大
薄
上

白
石
サ
ツ
ノ
　
88
　
求
名
町

二
村
　
諮
　
　
71
　
大
薄
上

小
野
原
年
子
　
75
　
広
　
橋

早
﨑
　
チ
カ
　
96
　
下
　
手

榎
園
サ
チ
子
　
83
　
樋
　
脇

下
屋
敷
光
雄
　
85
　
柊
野
上
向
江

木
下
　
ミ
ナ
　
85
　
黒
　
鳥

染
川
　
正
夫
　
96
　
上
向
中

池
田
休
四
郎
　
89
　
下
別
府

　
位
タ
ツ
子
　
76
　
さ
く
ら

久
木
野
紀
子
　
72
　
き
ら
ら

白
川
　
辰
子
　
79
　
城
之
口

※
「
誕
生
・
お
く
や
み
」
は
、

 
 
 
 
 
 

届
出
人
が
同
意
さ
れ
た
方
だ
け
掲
載
し
て
い
ま
す
。


